特定非営利活動法人 防衛技術博物館を創る会

平成３０年度事業報告書
１　事業の成果
今年度は、防衛技術博物館の設立推進事業の実施にあたり、今後御殿場市行政側と連携して
建設に向け調整段階に達したことは、当会発会から８年目にして実を結んだと言える。

また、地元ＦＭ御殿場の公共電波による放送を行うと共に各報道メディア等に働きかけ当会の
活動を幅広く一般市民へ周知活動を強化してきたことにより博物館設立の声が徐々に高まってきた。
①②事業において通年を通し国会議員、県会議員、協力団体に博物館設置について説明会を
継続的に実施してきた結果国会議員による議員連盟が発会することが決定したことより③事業における自衛隊車両等の貸与に関係する事前調整（博物館展示予定車両等の確保）について御
殿場市行政側も防衛省（横浜施設局）に働きかけており、昨年度より進捗が見られた。
また、御殿場市議会議員の有志による防衛技術博物館の設置を実現する議員連盟も創設され、議連メンバーとの岐阜かがみがはら航空宇宙博物館への視察も実施し、防衛技術博物館のイメージを共有することができた。
加えて3月9日活動報告会を開催し、県東部地域における周辺住民及び関係団体等に対し活動の状況を認知することができた。

④８月２５日、２６日の「真夏の戦車祭りｉｎGOTEMBAKAN」イベントに合わせ新規会員の募集実施した
⑥事業会報誌の発行について、年２回発刊予定を１回に変更し、で８月末に（Vol　10）を発刊した。
       今年度における問題点について分析検討をした上で、次年度における事業計画を策定し関係諸省との情報共有が円滑にできるように調整をおこなう。
２　事業の実施に関する事項

(1)　特定非営利活動に係る事業

	事　業　名
	事　業　内　容
	実施

日時
	実　施

場　所
	従事者

人　数
	受益対象者の範囲及び人数
	支　出

見込額

(千円)

	①防衛技術博物館の設立推進事業
	関係省庁及び議員に対する趣旨説明及び協力依頼

関係団体及び御殿場市民に対し趣旨説明及び啓蒙活動（パネル展示、講演会等）
	7/9
1/19

	議員連盟総会
岐阜かがみがはら航空宇宙博物館
　　
	７人
１０人
　　
	御殿場市長、県議会議員、御殿場市役所企画部長、
演習場渉外室長４人　　

御殿場市議会議員１０名

	277

	
	ホームページ運営管理
	通年
	法人事務所
	２人
	不特定多数
	0

	②防衛技術遺産の収集及び保管、復元等の事業

	市内の保存倉庫を取得

自衛隊へ装備品貸与を要請する

海外からの旧日本軍車両の里帰り事業（現地との連絡調整等）
　
	通年
通年
通年
	演習場共有財産地域の把握貸し倉庫の情報収集の実施

九五式軽戦車里帰り　プロジェクト
ﾐｸﾛﾈｼｱ　ポナペ島


	２人
　

	関係財産区・竃報徳関係者、
防衛省、国会議員、県会議員、市会議員等
ポナペ島収蔵車両保有者、在日大使関係者等
	1,499


	③収集装備品の映画、イベント等への貸出し事業
	映画、イベントへの車両有償貸出し
	随時
	法人事務所展示ｽﾍﾟｰｽ
	　  ３人
	　
不特定多数150人

	0

	④地元自治体及び、地元企業等のイベント参加を通じて地域振興を支援する事業
	地元のイベント（御殿場市、小山町、裾野市などが主催し、地元商工観光課などから依頼のある地域振興の為の公共イベント

静岡模型協同組合

静岡防衛懇話会などの地元での公共性高い団体からの要請のあるイベント
	5/10～13
7/29
8/25･26

	静岡ﾎﾋﾞｰｼｮｰ
ワンダーフェスティバル
THE GOTEMBAKAN

	　 １０人
１０人
９人

	不特定多数2500人　

不特定多数10万人
真夏の戦車まつり参加者及び総火演来場者

	35


	⑤収集装備品展示イベント、及び各種イベント開催を通じて、全国から愛好家を集めることにより観光振興に貢献する事業
	プラモデル愛好家による作品コンテスト、愛好家に呼びかけ、装備車両の会合

事務局展示ｽﾍﾟｰｽにおいて収蔵車両展示を実施し当会告知活動の促進及び観光振興に協力する。
	通年
	社長の小部屋

	　２人
	不特定多数1000人


	0


	⑥上記事業に関する情報提供事業　
	会報の発行（年2回）
活動報告会

	8月
（１回）
１年間
7/21
8/4
10/13
11/24
3/9

	法人事務所
大阪市西区民センター
TKP東京駅丸の内会議室
筥崎宮　参集殿
札幌市教育文化会館
御殿場高原ホテル
	６人
３人
６人

１人
３名
１２名
	会員600人
活動報告会参加者３６名
活動報告会参加者３５名
活動報告会参加者２０名
活動報告会参加者１０名
衆議院議員、御殿場市長、市議会議員等８人
	　
634


